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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

72 - マイナス選択 
  

   自然は常に、生存可能なもの、強いもの、健康なものの生存と繁栄を望

み、生存不可能なもの、弱いもの、病気のものの衰退と死を望んでいま

す。これは、すべての生命に適用される生命の法則に対応するもので、そ

のうちの遺伝は永続性を、分化は富と多様性を、生存競争は生存可能で価

値のあるものを常に選択し、生存不可能で価値のないものを根絶すること

を保証するものである。 

   国家社会主義の科学的認識論としての生物学的人文主義は、人間を、文

化を創造する生物学的気質をもった自然存在と定義し、それは共同体とし

てのみ実行可能であるとしている。自然な存在である以上、人間の人種、

民族、共同体、個人には同じ生命原理が適用される。共同体と個人は、他

のすべての生命体と同じ生命の法則を持つ。一方、文化を創造する能力

は、超自然的なものではなく、人間の共同体や個人が生存のための闘争に

役立てるための生物学的な性質である。これがその生物学的な意味と目的

である。しかし、実際には、人間の自由意志は、種と自然に応じた文化の

創造を可能にすべきものであるが、時として、生物学的本性から自分を疎

外し、生命の法則に逆らって生きることを可能にするものでもあるのだ。 

   人間のあらゆる共同生活は、種と自然に従っておらず、不自然な教条主

義に由来し、まず文化的、次に生物学的な退廃を可能にし、初めからマイ

ナス選択へと導くものである。マイナス選択とは、このように、不自然に
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なった文化的生活の結果であり、自分自身や周囲の自然やその不変の法則

から疎外されたものである。マイナス選択とは、生命の進化の過程と自ら

の種に対する人間の文化的影響力が、本来なら選択と駆除の犠牲になるは

ずの劣ったものを育て、世話をするために悪用され、健康で強いものから

生命と発展の可能性をどんどん差し控え、取り上げてしまうことである。

ミヌサウスレーゼは、まず人間社会のより高い発展を脅かし、次に人間の

遺伝的特性、したがって実際の「生活の質」をますます悪化させ、最後に

はそれによって造られた人類の種の死へと導くのです。なぜなら、人間

は、一時的には生命の法則を無視することができても、長い目で見ればそ

うではなく、それを脇に置くことも、その結果から逃れることもできない

からである。 

   すでに何世紀も前から部分的にその生息地で広まっている独断的なイデ

オロギー（ユダヤ教、ユダヤの影響を受けたキリスト教、自由主義、マル

クス主義などを参照）と強化する唯物論の影響下で、マイナス選択はアー

リア人種（アーリア人を参照）で最も遠くに進み、ひどい傷を負わせたの

です。アーリア人は、絶えずより強く、より致命的なマイナス淘汰の結果

として、次第にその本性の歪んだ姿になってしまったのである。 

   ミヌサウスレーゼを阻止し、最終的に克服することができるのは、国家

が、種と自然に適した文化の中での自然な生活に対するヴェルキッシュの

意志の総動員を実現した場合のみである。キリスト教以前の伝統的な高度

文明では、そのような生活は、文化を担う貴族の倫理、すべての階級と集

団を拘束する伝統、そして神聖な儀式によって決定される生活秩序によっ

て可能であった。 

   国家社会主義新秩序は、現代的な形で、このような伝統的な文化を更新

することになっている。しかし、それは、生命の法則に関する科学的知識

をそれに加える。国家社会主義者の人種衛生と人種隔離の政策と国家人種

法は、この知識から生まれたものである。こうして、マイナス淘汰は克服

され、アーリア人種の種の保存と発展が保証される。つまり、生命の進化

の過程において、より高い人類の保存、更新、さらなる発展が保証される

のである。 

  

73 - 中堅企業 
  

   国家社会主義ドイツ労働者党は、党綱領の第16項で、中産階級の振興策
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を呼びかけている。 
  

健全な中産階級は、国家社会の力の源なのです 

  

   NSDAPは、中産階級のプロレタリア化のあらゆる危険と傾向と戦ってい

る。利潤を追求する上流階級と搾取される労働者階級の間で押しつぶされ

た中産階級は、民族共同体にとって破滅的であり、マルクス主義が要求す

るように、無慈悲で自己破壊的な階級闘争につながるだろう。これに対し

て、中産階級の維持は、上流階級に、人民との接触を失わず、人民の利益

に逆らってはならないという手本と注意を与え、労働者階級に、国家社会

主義党の社会計画に支えられ、自らの労働によって繁栄を達成するという

希望を与える。 

   この点で、国家社会主義は、中産階級を基礎とする民族共同体を目指し

ている。とはいえ、国家社会党は、小ブルジョア的な中産階級の党ではな

く、国家社会党的な労働者の党である。中産階級のプロレタリア化と闘う

のと同じように、労働者階級のブルジョア化を断固として阻止するのであ

る!目指すべき中産階級は、もはやブルジョアではなく（ブルジョアジー

も参照）、労働者階級の倫理的原則によって特徴づけられる（倫理も参

照）。中産階級は、このように、目指すべき収入と財産の状況（収入の項

も参照）を示すが、模範的な生活態度は示さない。 

   中産階級は、経済的には保存され、促進されるべきものであるが、その

生活態度は、労働者階級によって新たに形成されるべきものである。中産

階級は経済的なバックボーンであるが、労働者階級は真の国家共同体を建

設するための倫理的なバックボーンである。 

  

74 - 動員 
  

   動員とは、軍事概念の世界の言葉で、軍隊の準備態勢と作戦能力の最高

形態、および戦争開始直前の全軍の総動員を意味する。この言葉は軍事的

な分野から、国家社会主義によって、ドイツで国家社会主義ドイツ労働者

党のシュトゥルム＝アブテイルングに具現化された政治的な兵士に転用さ

れたのである。 

   兵役中の兵士が動員を通じてあらゆる形態の戦争に備え、内向きになる
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ように、政治的兵士の政治的動員も人民という種の保存と発展のために行

う永遠の闘争に照らしてこのようなものである。人民と民族の生存と高度

の発展のための精神的・霊的総動員は、政治的兵士の生活態度と生き方を

特徴づけるものであり、彼は人生の三大戒律である「信じよ!従え!信仰、

規律、秩序を参照）。この動員は全体的なものであり、全人格を形成する

ものである。 
  

鉤十字の旗に忠誠を誓う者は、まだ何も残っていないのだ！ 

  

   それは、すべての力を目覚めさせ、動員し、組織化し、一つの目標に向

かわせるものです。 

   このように、国家社会主義革命の始まりには、意志がある。これが、闘

士を政治的兵士に変え、政治的兵士の十戒による闘争倫理を生み出し、そ

れが、国家社会主義の価値観の理想主義の一部となるのである。その結

果、一民族と一人種の未来のための政治的総動員を実現するのである。 

   国家社会主義革命の過程で、種の保存と発展の意志は、ますます、まず

党に、次に人民に、最後にヨーロッパ全体とアーリア人種（アーリア人を

参照）に浸透し、そこでも政治的動員を引き起こすだろう--したがって、

全体国家の創造を引き起こすだろう。しかし、これは新秩序を実現するた

めの政治的前提条件である。 

   この政治的な動員は一時的なものではなく、新秩序が実現されるまで、

何世代にもわたって生活を形づくっていくものである。そのときになって

初めて、自然に従った個人と集団の自由の発展に直面して、この動員は後

退するが（「人格と分化」を参照）、文化を担う男性結社においては、永

遠に決定的なものであり続けるだろう。 
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウ

クの小冊子「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  

42. 
  

   ミシガンでの長い一日のデモの後、古いフォードのトラックに窮屈そう

に乗って7時間かけて帰るのは、間違いなく楽しみではありませんでし

た。最初は、その日の出来事を楽しげに話していた。しかし、そのうち

に、その楽しさは退屈さへと変わり、マイルポストがあっという間に過

ぎ去っていくのを見ていた。そして、その時だ......。 

   私たちは自分の目を疑うほどでした。これは神からの贈り物だ！」と。

私たちは窓の外を見て、ユダヤ人の移動装置を見たのです。青いバス

で、側面に大きなダビデの星が描かれていた。私たちはホワイト・パ
ワーの敬礼を始めた。最初、ユダヤ人たちは私たちに手を振り返した。

そこで私たちはトラックが彼らの前を通り過ぎるときに窓を開け、さら

に敬礼をし、"ハイル・ヒトラー！""シックス・ミリオン・モア！"と叫

んでみた。私は腕章をつけて、窓から身を乗り出した。 

   笑顔が怒りの表情に変わり、無表情になる人もいる。そして、悲痛な叫

び声と窓をたたく音が始まった。鉤鼻のユダヤ人の姿に、私たちは爆笑

した。ユダヤ人バスのヒステリーは信じがたいほどだった。泣いて、叫

んで、拳で窓を叩いて、もうどうしようもないくらいに。 

   すると、バスの運転手が何事かと振り返ってきた。これはあまりに素晴

らしい出来事だった。黒人のバスの運転手は振り返って、泣き叫ぶユダ

ヤ人を見た。それから窓の外を見ると、卍の腕章をつけて敬礼するナチ

スのトラック集団が見えたのである。黒人の目があんなに大きくなった

のは初めてだ！」。アボットとコステロの映画で、黒人が幽霊を見たと

き、目が飛び出してくるような感じだった。数秒のうちにバスは地平線

上の点景になった。あんなに速く走るバスは見たことがない。 

   この事件で、私たちは家に帰るまでずっと笑っていました。 
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